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BACKGROUND：We previously reported that moderate to vigorous physical activity （MVPA） in school-age 
children with Down’s syndrome （DS） was significantly less on weekend days compared with that on weekdays. 
OBJECTIVE：This study examined the decrease in MVPA time during summer vacation compared with over school 
term in children with DS, separated by school age and adolescence. METHODS：The study population consisted 
of school-age children （n=19） and adolescents （n=16） with DS. MVPA were measured during school term （July/
September） and summer vacation （July/August） in 2017 and 2018, by using a triaxial accelerometer. RESULTS：
The MVPA time for the school-age group was 59 （50-68） min/day during school term and 59 （50-67） min/day 
during summer vacation, with no signifi cant diff erence between the two periods. The MVPA time in the adolescent 
group was signifi cantly shorter at 66 （47-85） min/day during summer vacation compared to 88 （64-111） min/day 
during school term （p=0.003）. CONCLUSION：This study suggested that the school-age group was able to spend 
the same amount of MVPA time during summer vacation as during school term. On the other hand, the adolescent 
group needs to plan and intervene in a health promotion program to sustain a high level of physical activity during 
school term and summer vacation period.
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Ⅰ　緒言
　ダウン症候群は、21番染色体のトリソミーによって
発症する先天性疾患群である。低身長、軽度の知的障害、
筋緊張低下などを主徴とする１）。ダウン症がある者（以
下ダウン症者）は、肥満の割合が多いことが知られてい
る２-５）。身体活動不足は、肥満の重要なリスク要因とな
る５-７）。身体活動を増やす取り組みは、ダウン症者の肥
満予防に寄与する。
　成人期のライフスタイルは、幼少期や思春期の運動習
慣などの影響を受け形成されていくため８）、子どものこ
ろからの健康づくりの取り組みは、重要な課題である。
ダウン症がある児童（以下ダウン症児）の肥満の割合は、
国外の先行研究ではアメリカ42％９）、スペイン52%10）

と多い。日本においても、健常小学生児童の肥満の割合
が4.5～10 .1％であるのに対し11）、我々の先行研究では
ダウン症児の肥満の割合は約20％であった12）。学童期
や思春期のダウン症児を含む知的障害児のライフスタイ
ルは、平日には地域の小・中学校や特別支援学校に通い、
放課後には放課後等デイサービスなどの障害児通所支援
を利用している13）。休日には家族と一緒に過ごしている
児童が多い14,15）。施設に入所している場合や、合併症で
入院しているケースを除けば、ライフスタイルそのもの
は、いわゆる健常児と変わらない。
　国内外のダウン症児を対象とした身体活動に関する研
究報告は少ない。我々は、日本のダウン症児の身体活動
に関する研究をすすめており、小学生では平日に比べ休
日の中強度以上の身体活動（以下MVPA）時間が有意に
少ないことを明らかにした12）。このことから、我々は、
夏休みなどの長期休暇中では、MVPA時間が少なく健
康リスクが高まるのではないかという疑問をもった。日
本の健常児を対象とした先行研究では、小学生は学期中
に比べて夏期休暇中のMVPA時間や歩数が減少し、座
位行動時間が増加している16,17）。健常児と同様、学校生
活を中心としたライフスタイルを持つダウン症児におい
ても、長期休暇中の身体活動に関する調査研究が必要で
ある18）。
　また、我々の研究では、同じ小学生でも高学年の
MVPA時間は、低学年と比べて少なかった12）。年齢が
上がると身体活動量が低下することは、海外の先行研究
でも指摘されている９,10）。学童期（６～12歳）だけでな
く、思春期（13～17歳）についても、学期中と長期休暇
中の身体活動を明らかにしておく必要がある。
　学童期ならびに思春期のダウン症児の身体活動量は、
①長期休暇中のMVPA時間が学期中に比べて少ない可
能性がある。さらに、②学童期（小学生期）と比較して
思春期（中学・高校生期）ではより顕著に長期休暇中の

MVPA時間が減少する可能性が高いと考えた。この２
つの仮説を検証することを目的に、学童期ならびに思春
期のダウン症児を対象に学期中と長期休暇中のMVPA
時間を検討した。

Ⅱ　方法
１．研究デザイン
　研究デザインは、横断研究である。

２．対象者と研究の手順
　調査対象者は、学童期および思春期のダウン症児とし
た。調査期間は、2017と2018年の学期中は７月または
９月、長期休暇中は７月～８月の夏休みとした。
　公益財団法人日本ダウン症協会（以下、JDS）の協力を
得て、対象者へ依頼をした。JDSは、約5,700名のダウ
ン症者とその家族、支援者によって組織された日本最大
の当事者団体である。
　研究にいたる手順は、次のとおりである。まず、JDS
理事会役員に文書と口頭で説明し、協力の承認を得た。
次に、首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）に
在住の小学校、中学校、高等学校に在籍しているダウン
症児がいる家庭に、研究の説明文書、調査依頼書と参加
申込用紙をJDSを通して郵送した。その後、参加申込用
紙が返送された家庭に同意書を送付するとともに、個別
に電話により口頭で説明した。保護者は子どもに方法を
説明し、子どもの同意をとった。その後、保護者の署名
のある同意書の提出をもって子どもの参加同意を得たと
みなした。研究者は同意した保護者に、調査ツールａ（質
問票、活動量計、活動量計カバー、ゴムベルト、簡易生
活記録票、返信用封筒）を送付した。研究者は、保護者
一人ずつに対し、電話にて測定機器の装着方法、装着す
る期間と時間について説明した。その際、装着時間が
10時間／日未満の場合では解析対象日に含めないこと
を伝えた。測定期間は１週間とした。その間の子どもの
毎日の体調や主な行動（学校の有無、プール活動の有無、
デイサービスなどを利用したなど日中の過ごし方、途中
ではずしてしまったなどの子どもの装着状況など）を確
認するため、保護者に簡易生活記録票に記録することを
依頼した。測定終了後、保護者は調査ツールａ（質問票、
活動量計、簡易生活記録票）を研究者に郵送した。研究
者は、内容を確認し、PCを用いて活動量計から身体活
動量データをバックアップした。その後、調査ツールｂ
（活動量計、活動量計カバー、簡易生活記録票、返信用
封筒）を保護者に送付した。調査ツールｂを受け取った
保護者は、次の予定されている期間（１週間）の調査に
協力した。保護者は、測定終了後に再び、調査ツールｂ
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を研究者に送付した。研究者は、ツールａと同様の方法
で、身体活動量データのバックアップを行った。なお、
学期中と夏期休暇中の測定の順番は任意とした。研究フ
ローを図１に示す。

３．評価項目と方法
１）属性及び身体特性
　保護者は質問票に子どもの性別、年齢、学年、身長、
体重を記入した。身長および体重は、直近３か月以内の
学校の健康診断の値を用いた。なお、学校の健康診断で
は、養護教諭が文部科学省の定めたマニュアルをもと
に、標準化した方法で、身長は年に２回、体重は２ヶ月
に１回、肥満児童は毎月測定をしている。性別身長別標
準体重による判定方法19）で肥満の判定を行った。肥満
度20%以上を肥満とした。本判定方法を採用した理由
は、ダウン症児は成長がゆっくりすすみ、かつ低身長と
いう身体的特徴がある１）ことから、算出項目から年齢を
除外している本判定方法が適していると判断したためで
ある。
　保護者は、対象者の日常行動を質問紙調査表に回答し
た。対象者の日常行動の項目は、通学している学校種、
登校方法、下校方法、学校以外の過ごし方（学期中の平
日、学期中の休日、長期休暇中の平日、長期休暇中の休
日）、学校の体育以外で運動や体を使った活動・遊びの
頻度であった。

２）身体活動（MVPA時間）
　身体活動量の測定では、３軸加速度による活動量計
（Active style Pro HJA-750C、オムロンヘルスケア社
製）を用いた。本活動量計の妥当性はOhkawaraら20）、
Hikiharaら21）によって報告されている。Epock長は10
秒、合成加速度は10秒間の絶対値の平均を用いている。
学童期の身体活動量の算出では、Hikiharaらの報告22）を
もとに、子どもの推定式を用いた。思春期の身体活動量
の算出では、大人の推定式20,21）を用いた。
　対象者は、活動量計を活動量計カバーに入れ、ゴムベ
ルトを用いて腰部に装着した。装着期間は、学期中の土・
日・休日を含む連続した１週間である。装着時間は、水
泳や着替え、入浴などの装着ができない活動および睡眠
を除いた時間である。解析対象者は、装着時間が１日あ
たり合計600分以上かつ未装着の時間が２時間未満の日
が平日３日以上かつ休日１日以上ある児童とした。身体
活動としてMVPA（3.0Met’s以上）、歩行系MVPA（歩
行を伴う3.0Met’s以上の活動）、非歩行系MVPA（歩行
を伴わない3.0Met’s以上の活動）別の活動時間（分／日）
を採用した。なお、本研究で用いた３次元加速度計は、
得られた加速度値から合成加速度を算出する際に重力加
速度成分を取り除くフィルタリングをしているが、その
フィルタリング前後の比から、歩行・走行活動（歩行系）
とそれ以外の日常生活活動（非歩行系）の判別をしてい
る23）。

図１．研究フロー
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４．統計処理
　学童期群、思春期群ごとに、身体特性では平均値（95%
信頼区間）、質問紙調査結果では人数（割合）、MVPA時
間では学期中および長期休暇中の全日、平日、休日それ
ぞれの平均（95%信頼区間）を求めた。
　学期中と長期休暇中の全日のMVPA時間の差ならび
にそれぞれの期間内の平日、休日の差の検定には、対
応のあるｔ検定およびWilcoxonの符号付き順位検定
を用いた。MVPA時間の学期中の平日と休日および長
期休暇中の平日と休日の４群の差の検定には、一元配
置分散分析およびFriedman検定を行い、事後の検定
はBonferroni法およびWilcoxonの符号付順位検定法
によった（p<0 .008＝0 .05/6）。統計解析には、IBM 
SPSS Statistics 23 . 0用い、統計学的有意水準は５％と
した。
　本研究は首都大学東京研究安全倫理委員会の承認
（H29）および長野県立大学倫理委員会の承認を得て実
施した（E18-1）。

Ⅲ　結果
　調査協力の同意を得た57名のうち、長期休暇中と学
期中の測定ができた35名を解析対象者とした。学童期
群19名の内訳は小学２年生３名、小学３年生６名、小
学４年生２名、小学５年生４名、小学６年生４名であっ
た。思春期群16名の内訳は中学１年生４名、中学２年
生４名、中学３年生４名、高校１年生１名、高校２年生
３名であった。
　対象者の身体特性を表１に示した。学童期群では４名
（21％）、思春期群では５名（31％）が肥満傾向児と判定
された。
　対象者の日常行動特性を表２に示した。学童期群は、
地域の学校に徒歩で通い、学校の体育以外で運動や体を
使った活動・遊びを週４日以上実施し、平日では学期中

も長期休暇中も放課後等デイサービスなどを利用し、休
日では家族と遊ぶ児童が多かった。思春期群は、特別支
援学校に通い、登下校手段は徒歩が少なく、学校の体育
以外で運動や体を使った活動・遊びは週３日以下で、平
日では学期中も長期休暇中も放課後等デイサービスなど
を利用し、休日では自宅でのんびり過ごす生徒が多かっ
た。
　学期中と長期休暇中のMVPA時間を表３に示した。
学童期群は、全日のMVPA時間では、学期中59（50-
68）分／日、長期休暇中59（50-67）分／日と、両期間に
有意な差はみられなかった。それぞれの期間内の平日
と休日の差は、学期中では休日のMVPA時間が有意に
短かったが（p=0 .005）、長期休暇中では平日と休日の
MVPA時間に差はみられなかった。
　思春期群は、学期中と長期休暇中の全日のMVPA時
間に有意な差がみられ、学期中では88（64-111）分／日
であるのに対し、長期休暇中では66（47-85）分／日と
短かった（p=0 .003）。さらに、歩行を伴うMVPA時間
（以下、歩行系MVPA時間）が、学期中に比べ長期休暇
中で有意に短かった（p=0 .001）。多重比較の結果では、
長期休暇中の平日のMVPA時間（64（47-81）分／日）が、
学期中の平日（92（68-116）分／日）より有意に短かった
（p<0 .001）。また、長期休暇中の平日の歩行系MVPA
時間が、学期中の平日や学期中の休日より有意に短かっ
た（p=0 .001、p=0 .002）。

Ⅳ　考察
　本研究では、学童期ならびに思春期のダウン症児を対
象に、学期中と長期休暇中の身体活動としてMVPA時
間を検討した。その結果、学童期群では、学期中と長
期休暇中のMVPA時間に差がなかった。思春期群では、
学期中の平日のMVPA時間は多いものの、長期休暇中
ではMVPA時間が減少した。これらの結果より、学童

表１．対象者の身体特性
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表２．対象者の日常行動特性

表３．学童期および思春期の学期中ならびに長期休暇中の身体活動量†

191

健康支援
第23巻2号　187-194，2021



期では、長期休暇中も体を動かす機会（時間、場所）が
あり、その機会を活かして、遊びなどの自発的な活動を
行うことができれば、長期休暇中にMVPA時間が低下
するとは限らない可能性が示唆された。思春期では、学
期中のMVPA時間を維持し続けるための長期休暇中の
健康づくりプログラムの介入の必要性が示された。
　学童期群では、仮説とは異なり、学期中と長期休暇
中のMVPA時間に違いはみられなかった。日本の健常
児童を対象とした先行研究では、平日にくらべ休日の
身体活動量が低下することが指摘されている24）。我々
のダウン症児を対象とした全国調査においても同様に、
休日のMVPA時間は少なかった12）。学期中と長期休暇
中の身体活動を測定した研究は極めて限られているが、
Tanakaら16,17）によると、日本の小学３から６年生の健
常児では、学期中と比べ、夏休み中のMVPA時間が減
少していた（65 .8±19 .9分／日vs. 59 . 4±22 .8分／日、
p<0 .001）。これらのことより、ダウン症児においても
長期休暇中のMVPA時間は減少すると考えた。しかし、
本研究の対象児童では、学期中では休日のMVPA時間
は減少するものの、長期休暇中では平日も休日も、学期
中の平日との間に違いはみられていない。表２にみるよ
うに、日常生活の特性では、ほとんどのダウン症児が長
期休暇中の平日に放課後等デイサービスなどを利用し、
約半数以上が学校の体育以外で身体を動かす機会が週４
回以上あると回答している。本研究の対象児童は、長期
休暇中では放課後等デイサービスなどで学校と同様に体
を動かす機会があった可能性がある。Espositoら９）は、
年齢が低いダウン症児では自発的な活動（遊び）を行う
機会（時間）が多い可能性を示唆している。サンプルサ
イズも小さく、詳細な行動記録をとっていないため、議
論を深めるのは困難であるが、学期中と同様、体を動か
す機会（時間、場所）があり、その機会を活かして、遊
びなどの自発的な活動を行うことができれば、長期休暇
中にMVPA時間が減少するとは限らないと言えよう。
　思春期群においては、仮説の通り、学期中に比べ長
期休暇中のMVPA時間が少なくなる可能性が明らかと
なった。思春期の生徒を対象に学期中と長期休暇中の
身体活動あるいはMVPA時間の違いを検討した研究は、
我々が調べた限りでは国内外ともにない。それぞれの期
別のMVPA時間をみると、本研究の対象集団は、学期
中も長期休暇中もMVPA時間が多い。これまでの先行
研究では９,10 ,12）、年齢が高くなるにつれMVPA時間は少
なくなる。本研究対象の生徒のMVPA時間の多さの理
由は、特別支援教育における体力向上を目的とした学内
での体力づくりが重視されている点にあると考えられ
る。渡辺ら25）によると、特別支援学校は体育の授業（中

学部2.8時間／週、高等部2.7時間／週）以外に、日常生
活指導や自立活動の時間として、体育と同程度、体力づ
くり活動の時間が設定されている（中学部2.6時間／週、
高等部2.9時間／週）。その指導内容は時間走や周囲走
などの持久走が最も多い。高等部では90%の学校が持
久走を実施している。学校は１日の大半を過ごす場所で
あり、身体活動の推進という観点からも重要な役割を果
たしている26）。長期休暇中のMVPA時間が減少したこ
とは、対象となったダウン症児が通う学校特性により学
期中の平日のMVPA時間が多く保たれていた一方、そ
のMVPA時間を長期休暇中も維持することが困難であ
ることを示唆しているのかもしれない。表２にみるよう
に、日常生活の行動特性として学校以外の過ごし方で
は、学期中も長期休暇中も平日休日それぞれ変わらな
い。学期中の身体活動が高かったことは、学校内での行
動特性によるものであろう。したがって、思春期におけ
る身体活動促進プログラムの介入においては、学校以外
での活動の場を増やす企画が必要である。国内外とも、
障害のある思春期の生徒を対象とした日常身体活動に関
する調査研究は極めて限られている。思春期のダウン症
児の日常の身体活動について議論するには、さらなる研
究が望まれる。
　本研究にはいくつかの限界がある。最も大きな限界
は、対象集団のサンプルサイズの小ささと偏りである。
研究参加に意欲があり、学期中のみならず夏休み中の測
定も協力してくれた熱心な家庭である。事実、我々の先
行研究や海外の先行研究と比べると、本研究の児童・生
徒の身体活動（MVPA時間）は多かった。したがって、
本研究成果は、身体活動の高い集団の特徴という限界が
ある。次に、データの解析において性別や年齢で調整を
していない。その理由は、サンプルサイズが小さかった
ことと、等分散ではないデータに関しては、一元配置分
散分析ではなくFriedman検討を用いたためである。ま
た、座位行動についての議論ができていない点も限界で
ある。本研究では、解析対象を装着時間が１日合計10
時間以上の者としたが、装着時間そのものは個人差があ
る。本研究では、入浴後、活動量計の再装着はしていな
いなど、座位行動が多いと予想される帰宅後あるいは夕
方以降の装着状況に違いがある。保護者の負担を考慮し
て、装着時間を一律に指定することはしなかった。その
ため、よく身体を動かしている時間に焦点をあてて身体
活動を評価した。座位行動の差異についての検討は、今
後の課題である。また、本研究では行動記録はとってい
ないという限界もあげられる。そのため、どのような行
動や生活習慣がMVPA時間に寄与しているかは不明で
ある。さらに、除外した２時間以上未装着の時間帯があ
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る日のデータには、水泳や水遊びなど、活動強度が高い
と考えられる行動も含まれている。このようなMVPA
時間が多い可能性がある日のデータを除外したことによ
る、過小評価の可能性がある。加えて、長期休暇として
本研究では夏期休暇を指定したが、冬季や春季の長期休
暇中も同様であるとは言えない。最後に、本研究では、
長期休暇の前後での健康状態の変化を評価できておら
ず、健康状態と身体活動との間の関係を明らかにするこ
とはできない。
　このような多くの限界はあるものの、本研究は、学童
期・思春期のダウン症児の学期中と長期休暇中のMVPA
時間の違いの有無を初めて明らかとした。学童期群では
学期中と長期休暇中のMVPA時間に差がみられなかっ
たことは、日常生活の中で体を動かすこと、特に楽しく
体を動かすことを習慣化することで、身体活動の低下を
予防することができる可能性がある。一方、思春期群で
は、学期中のMVPA時間は多くても、長期休暇中も高
い身体活動を維持することは困難であると考えられた。
学校では、教師という人材や、走り回れる校庭などの場
といった障害特性に対応した健康づくりのための環境が
整っている。この学期中にみられるMVPA時間を長期
休暇中も維持し続けることができれば、長期休暇中のラ
イフスタイルの変化がもたらすかもしれない体力や肥満
などの健康状態への悪影響を予防する可能性がある。そ
のための長期休暇中の健康づくりプログラムの介入が必
要である。また、今回はライフステージごとの横断研究
であったが、今後の課題として、身体活動量の縦断的変
化の確認を行うなど介入のタイミングを明らかにできる
研究が必要である。

Ⅴ　結論
　学童期と思春期のダウン症児における学期中と長期休
暇中のMVPA時間を検討した。学童期群では、学期中
と長期休暇中のMVPA時間に差がなかった。長期休暇
中においても学期中と変わらず過ごすことができる場
（放課後等デイサービスなどの障害児通所支援）の利用
が関連している可能性があると考える。思春期群では、
長期休暇中のMVPA時間が減少した。学期中の身体活
動の維持が可能となる長期休暇中の健康づくりプログラ
ムの企画および介入による検証が必要である。
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